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マニュアル部材の履歴特性編は、如何でしたでしょうか。理解してい

ただけましたでしょうか。同様な履歴特性が多数記述されており、いさ

さか退屈してしまったのではないかと憂慮しています。このマニュアル

は始めから通して読む必要はありません。興味のある履歴から読んでく

ださい。 

このマニュアルには、２つの目的があります。読者は SPACE の履歴特

性を利用することで構造物の弾塑性解析を実行しています。その履歴が

どのように実現されているか、また、正確で安定した履歴となっている

かについて、多分興味を持っており、内容をより深く知りたいと思って

いるのではないでしょうか。この要求に答えるために、このマニュアル

が用意されているわけです。 

もう一つの目的は、非線形解析のプログラムを書いてみようと思って

いる学生さんや研究者に、履歴特性の書き方のヒントを与えることです。

SPACE の履歴特性は多くの研究者によって記述されています。マニュア

ルを読めば分かるように、統一された方法で履歴モデルは記述されてい

ません。これは、各研究者が独自に研究して開発したからです。理解し

易いプログラムコードも難しいコードも含まれています。読者の好みに

合わせて参考にしてください。このマニュアルが少しでも役立てば幸い

です。 

さらに多くの履歴特性を組み込み、またコンピュータの進歩を考慮し

て SPACE も日々改良・改善を心がけます。どうぞ、今後とも SPACE を応

援してくださることをお願い申し上げます。 

 

2004年 4月 1日 

村田 賢  
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